
 

寄 付 趣 意 書 

日本子ども虐待防止学会第３２回学術集会おおさか大会実行委員会 

１. 寄付金を必要とする理由 

本学術集会は、子ども虐待防止に関わる医療・保健・福祉・教育・司法・行政などの実践家・研

究者、約 3,500 名の参加が予想され、開催に要する費用は約 5,５00 万円となります。これら

の諸経費は、本来参加費で賄われるべきではありますが、会場費及び運営費が高く、相当額を

関係各所からの賛助に頼らなければならないのが実情です。 

児童虐待に関わる多くの関係者が参加する学術集会を着実に開催できることで、参加者の知

見が深まり、一人でも多くの子どもへの、そして家族への支援を向上させることができます。是

非ともご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。 

２．私たちが目指しているもの 

今、日本の子ども達は難しい状況の中で生きています。小中高校生の自殺数は増加し、幸福

度も、世界 147 か国の中で 55 位です。「児童虐待」の相談件数は 22 万件を超えています。 

私たちは、子どもたちの誰もが、搾取・虐待されず、自分らしく生きることができる世界を目

指しています。そのための、ひとり１人の積み重ねも重要ですが、この想いを有する人たちが手

を携えることで、お互いに良い影響を与え合い、また、その輪が広がっていくことを期待します。 

３. 寄付募集要項 

寄 付 目 標 額： 総額９００万円 （広告掲載を含む） 

募 集 期 間： 随時募集いたします。プログラム及びホームページに掲載します 

なお、印刷媒体であるプログラムへのご芳名の掲載は、令和８年８月３１日まで

にご寄付を頂いた場合になります。  

寄 付 依 頼 先： 財団、企業、団体、病院、法律事務所、個人等 

寄 付 金 使 途： 日本子ども虐待防止学会第３２回学術集会おおさか大会開催費用 

寄付金振込先： 銀 行 名   三菱 UFJ 銀行 

支 店 名   大阪営業部 （店番号 ００５） 

種   類  普通 

口座番号  １５２８２２５ 

口 座 名   日本子ども虐待防止学会第３２回学術集会おおさか大会 

実行委員会大会長山縣文治 

ニホンコドモギャクタイボウシガツカイダイサンジュウニカイガクジュツシュウカイオオサカタイカイジッコウイインカイタイカイチョウヤマガタフミハル 

※寄付の免税措置はございません 

４．バナー活用のお願い 

この学術集会を契機に、想いを同じくする人たちが手を携え、そして、その輪が広がっていく

取組ができないかと考え、「応援バナー」を作成しました。 

  「子どもファースト」や「わたしたちは、子どもが搾取・虐待されず、自分らしく生きることがで

きる世界のために手を携えます」とのメッセージにその想いを凝縮させました。ホームページ等

でご利用いただき、それを「見たよ」と言っていただける方と話題になり、そこから更に子どもた



ちへの想いを持って下さっている方々の輪が広がり、お互いに良い影響を与え合える。そういう

活用が広まることを夢見ています。 

３万円以上の寄付・広告をしていただいた企業・団体・個人さまにご利用いただけます。 

        

５．お申込み方法 

申込書に必要情報をご記入の上、運営事務局までメールでご提出ください。 

【日本子ども虐待防止学会第 32 回学術集会おおさか大会 運営事務局】 

株式会社アカデミック・ブレインズ  

〒540-0033 大阪市中央区石町 1-1-1 天満橋千代田ビル 2 号館 10 階  

E-mail: jaspcan2026@academicbrains.jp 

※メールでのお問合せにご協力をお願いいたします 

６．大会の概要 

（1） 大会の名称 

   日本子ども虐待防止学会 第３２回学術集会おおさか大会 

（2） 大会長等 

   大 会 長   山縣文治（大阪総合保育大学特任教授） 

実行委員長  上野昌江（四天王寺大学看護学部教授） 

事務局長   岩佐嘉彦（弁護士） 

（3） 開催期間 

   令和８年（２０２６年）１１月１４日(土) ～ １５日(日) プレコングレス１１月１３日（金）に開催 

（4） 開催場所 

    グランキューブ大阪（大阪府立国際会議場） 

大阪市北区中之島５丁目３番５１号 TEL: ０６－４８０３－５５８５    

（5） 参加予定人数  ３，５００名程度 

（6） 大会テーマ   『子どもと家族の心の声に向き合う－つながる現場、超える垣根』 

（7） 主催  一般社団法人日本子ども虐待防止学会 

         日本子ども虐待防止学会 第３２回学術集会おおさか大会実行委員会 

７．プログラムの概要 

児童虐待予防のための家庭訪問プログラム、誰にも届かないままの妊娠・出産の次の支援（医

療・保健・福祉連携の挑戦）、不適切な養育を受けた子どもの心理療法、若者の生きづらさと依

存症、社会的養護における関係性の支援、教育と児童福祉をつなぐ実効的な連携を考える、少

年非行の背景にある児童虐待を考える、法医学から見た児童虐待 

８．後援（予定） 

こども家庭庁 文部科学省 法務省 総務省 警察庁最高裁判所 大阪府 大阪市 堺市ほか 

mailto:jaspcan2026@academicbrains.jp

